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中央会の主な事業等活動予定（10月）
月日 曜日 内　　容 担当部署

■ 中小企業連携組織対策事業

10/ 2 月 組合等新分野開拓支援事業
対象：商店街振興組合柏二番街商店会

商業連携支援部
☎043･306･3284

10/10 火 連携組織活性化研究会
対象：臼井ショッピングセンター協同組合 商業連携支援部

10/24 火 組合後継者等育成事業（中小企業組合士交流会）
対象：千葉県中小企業組合士会

経営支援部
☎043･306･3284

■ 組合等基盤強化事業

10/17 火 地域組合等活動支援事業
対象：東葛地域組合懇談会

工業連携支援部
☎043･306･2427

■ 千葉県商店街若手リーダー養成事業

10/11 水 ふさの国 商い未来塾（第７回） 商業連携支援部

10/19・20 木・金 ふさの国 商い未来塾（第８回　愛知県岡崎市現地講義・視察） 商業連携支援部

■ 全中補助事業

10/3 火 消費税軽減税率対策講習会 経営支援部

■ 事業団体等運営支援事業

10/2・16 月 千葉県商店街連合会　商業機能強化事業
対象：市川市商店会連合会

10/13 金 千葉県異業種交流融合化協議会　知財ビジネス研究会 工業連携支援部

■ その他

10/11 水 組合士養成講習会①（制度・会計） 経営支援部

10/18 水 組合士養成講習会②（制度・運営） 経営支援部

10/25 水 組合士養成講習会③（会計・運営） 経営支援部

10/26 木 第 69 回中小企業団体全国大会
於：キッセイ文化ホール（長野県）

総務部
☎043･306･3281

平成29年9月11日現在

◆お知らせ
　 外国人技能実習生受入組合の皆様へ
　 平成 29 年度 外国人技能実習制度適正化事業における適正化指導事業の実施について
　外国人技能実習生受入組合及び組合員への巡回を実施いたします
　本会では、千葉県内に事務所を有する外国人技能実習生共同受入事業の実施組合を対象に、制度の適
正な運営と組合員企業における技能実習生受け入れの円滑化を支援するため、組合及び組合員への巡回
による標記事業（全国中央会補助事業）を今月より随時実施いたします。
　平成 27 年度及び 28 年度において標記事業を未実施の外国人技能実習生受入組合におかれましては、
ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。
　◎ご相談は、本会設立支援部までお願い申し上げます。（℡ 043-306-3285）
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補 助 事 業 名 平成28年度連携組織活性化研究会

対 象 組 合 等

大久保商店街協同組合
▼組合データ

理 事 長 三橋　正文 住　 所 習志野市大久保 1-16-11
設　 立 昭和 52 年 5 月 業　 種 小売、飲食業中心の異業種
組 合 員 77人

テ ー マ 「軍郷から学都へ」習志野おおくぼ今昔物語
担 当 部 署 千葉県中小企業団体中央会　商業連携支援部（℡ 043-306-3284）
専 門 家 習志野市文化財審議会会長、東邦大学付属東邦中高等学校　　山岸　良二

　

習
志
野
・
大
久
保

　

今
か
ら
約
百
二
十
年
前
の
明
治
三
十

年
代
に
日
本
で
初
の
「
騎
兵
旅
団
」
四

連
隊
二
旅
団
編
制
が
こ
の
大
久
保
に
設

置
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、
日
清
戦
争

で
勝
利
し
、
三
国
干
渉
を
う
け
て
、
来

る
べ
く
日
露
の
激
突
が
必
然
視
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
時
後
に「
日
本
騎
兵
の
父
」

と
称
さ
れ
る
秋
山
好
古
の
提
言
に
よ

り
、
こ
の
騎
兵
旅
団
創
設
と
な
っ
た
。

秋
山
好
古
は
伊
予
・
松
山
で
生
ま
れ
、

陸
軍
に
入
り
、
騎
兵
を
専
門
と
し
た
。

そ
の
後
、
欧
州
に
留
学
、
当
時
の
最
先

端
騎
兵
戦
術
を
学
ん
で
帰
国
し
た
。
当

時
、
ロ
シ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
は
「
世

界
最
強
」
と
言
わ
れ
、
戦
端
必
至
の
日

本
陸
軍
に
と
っ
て
こ
の
コ
サ
ッ
ク
騎
兵

と
ど
う
対
処
す
る
か
が
最
大
課
題
と
さ

れ
た
。
そ
の
時
、
秋
山
の
提
言
に
よ
る

「
日
本
最
初
の
独
立
し
た
騎
兵
旅
団
」

創
設
と
な
っ
た
。

　

騎
兵
二
個
旅
団
が
置
か
れ
た
大
久
保

は
、
一
躍
大
兵
站
地
と
し
て
旅
団
出
入

り
の
「
野
菜
商
」「
肉
屋
」「
兵
具
屋
（
ム

チ
、
馬
具
、
ク
ラ
、
蹄
鉄
、
長
靴
な
ど
）」

「
軍
服
屋
」「
時
計
屋
」
さ
ら
に
出
陣
間

際
に
会
い
に
く
る
家
族
連
が
宿
泊
す
る

「
宿
屋
・
旅
館
」「
食
堂
」「
風
呂
屋
」

な
ど
活
況
を
示
し
た
。

　

戦
後
、
こ
れ
ら
騎
兵
連
隊
跡
は
西
か

ら
東
邦
大
学
、日
本
大
学
生
産
工
学
部
、

東
邦
大
学
付
属
東
邦

中
高
校
、
習
志
野
市

民
の
森
に
な
っ
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
「
坂
の
上
の
雲
」

　

平
成
二
十
一
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
「
坂
の
上
の

雲
」
を
放
映
開
始
し

た
。こ
の
ド
ラ
マ
は
、

「
一
ド
ラ
マ
を
３
年

計
十
三
回
」
で
放
送

す
る
斬
新
な
ド
ラ
マ

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
原
作
者
・

司
馬
遼
太
郎
に
「
こ
の
小
説
は
映
像
化

で
き
な
い
作
品
」
と
言
わ
し
め
た
も
の

を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
原
作
に
忠
実
」「
出

演
者
が
史
実
の
人
物
に
極
似
」さ
ら
に
、

全
体
の
九
割
が
ロ
ケ
で
し
か
も
そ
の
８

割
が
海
外
ロ
ケ
と
い
う
壮
大
な
ド
ラ
マ

制
作
を
意
図
し
た
。主
人
公
は
三
人
で
、

明
治
初
期
伊
予
松
山
出
身
の
秋
山
好
古

は
「
日
本
陸
軍
騎
兵
の
父
」
と
い
わ
れ

る
騎
兵
の
生
み
の
親
、
そ
の
弟
秋
山
真

之
は
日
本
海
海
戦
で
「
七
段
構
え
の
ロ

シ
ア
艦
隊
撃
滅
計
画
」
を
考
案
し
大
勝

利
に
導
い
た
人
物
、
そ
し
て
三
人
目
が

真
之
の
幼
馴
染
で
「
日
本
の
俳
諧
を
改

革
」
し
た
正
岡
子
規
で
あ
る
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
放
映
が
決
定
す
る
と
、

大
久
保
商
店
街
で
は
三
橋
正
文
理
事
長

を
中
心
に
、「
大
久
保
と
縁
の
秋
山
好

古
将
軍
の
事
績
を
広
く
喧
伝
し
、
商
店

街
振
興
を
進
め
る
計
画
」
を
大
々
的
に

進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

実
は
こ
の
動
き
以
前
か
ら
、
同
商
店

街
で
は
平
成
五
年
「
騎
兵
の
街
路
灯
」

が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
も
商
店
街
エ
ン

ブ
レ
ム
と
な
っ
て
い
る
「
騎
兵
デ
ザ
イ

ン
」
で
あ
る
。
同
年
、歩
道
部
分
も
「
赤

御
影
石
」で
の
舗
道
整
備
も
行
わ
れ
た
。

背
景
と
目
的

習雲山薬師寺門前建立の秋山好古像

このコーナーでは、連携組織の活性化に意欲的に取り組む県内の組合事例等をご紹介します！
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〜連携支援の現場から〜

　
「
商
店
街
の
取
り
組
み
」
そ
の
一

　

平
成
十
七
年
「
お
休
み
処
」
と
呼
ば

れ
る
歴
史
文
化
交
流
施
設
を
商
店
街
中

央
に
新
設
し
、「
大
久
保
関
係
」「
習
志

野
騎
兵
関
係
」「
秋
山
兄
弟
関
係
」
の

資
料
・
史
料
を
精
力
的
に
収
集
し
た
。

丁
度
、
そ
の
頃
日
本
大
学
生
産
工
学
部

で
新
図
書
館
建
設
工
事
中
に
「
騎
兵
第

十
四
連
隊
」
銘
礎
石
が
発
見
さ
れ
、
当

時
の
大
谷
学
部
長
の
見
識
と
尽
力
で
、

学
部
一
角
に
「
騎
兵
第
十
四
連
隊
顕
彰

碑
」
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
、
触
発
さ
れ
隣
接
す
る
東
邦
大

学
で
も
塀
を
隔
て
た
地
点
に
「
騎
兵
第

十
三
連
隊
関
係
碑
」
を
集
め
る
事
業
が

進
ん
だ
。
因
み
に
、「
お
休
み
処
」
は

平
成
二
十
五
年
習
志
野
市
・
東
邦
大
学

と
「
三
者
地
域
連
携
協
定
」
締
結
の
成

果
と
し
て
、
現
在
の
地
に
移
転
し
「
新

お
休
み
処
（
商
学
交
流
連
携
セ
ン

タ
ー
）」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
る
。

　
「
商
店
街
の
取
り
組
み
」
そ
の
二

　

次
に
商
店
街
が
取
り
組
ん
だ
事
業

が
、「
秋
山
好
古
像
」
を
先
に
設
営
し

た
「
お
休
み
処
」
斜
め
前
、
習
雲
山
薬

師
寺
門
前
に
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ

た
。
平
成
二
十
年
に
完
成
、
森
田
県
知

事
、
荒
木
市
長
を
は
じ
め
陸
上
自
衛
隊

習
志
野
空
挺
団
儀
杖
隊
ラ
ッ
パ
手
の
演

奏
で
華
々
し
く
除
幕
披
露
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
川
岸

研
究
室
の
制
作
に
よ
り
、「
習
志
野
騎

兵
旅
団
司
令
部
建
物
復
元
模
型
」
も
完

成
し
、
平
成
二
十
三
年
習
志
野
騎
兵
旅

団
司
令
部
跡
地
に
開
設
さ
れ
た
同
市
市

民
プ
ラ
ザ
大
久
保
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
次
に

実
施
し
た
の
が
「
秋
山
好
古
」「
秋
山

真
之
」
両
将
の
肖
像
画
復
元
で
、
記
録

に
残
る
白
黒
写
真
か
ら
当
時
の
軍
正
装

に
忠
実
に
復
元
し
た
カ
ラ
ー
肖
像
画
を

製
作
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
「
お
休

み
処
」と
習
志
野
第
一
空
挺
団
空
挺
館
、

そ
し
て
「
坂
の
上
の
雲
」
放
映
後
大
久

保
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
愛
媛
県
松
山

市
「
秋
山
兄
弟
生
誕
地
記
念
館
」
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
商
店
街
の
取
り
組
み
」
そ
の
三

　

一
方
、
番
組
放
映
も
そ
れ
な
り
の
視

聴
率
を
上
げ
だ
し
た
平
成
二
十
三
年
同

商
店
街
を
中
心
に
『
秋
山
好
古
と
習
志

野
』（
山
岸
良
二
監
修
・
四
六
版
、

百
四
二
頁
）
と
い
う
啓
蒙
書
を
刊
行
、

千
五
百
部
完
売
と
い
う
華
々
し
い
成
果

も
あ
げ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
四
年
日
本
大
学

生
産
工
学
部
で
「
秋
山
好
古
を
め
ぐ
る

サ
ミ
ッ
ト
」
大
講
演
会
を
商
店
街
主
催

で
開
催
し
た
。
こ
の
講
演
会
に
は
、
松

山
市
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
徳
永

学
芸
員
、
上
越
市
北
方
文
化
博
物
館
神

田
氏
を
招
聘
し
、
筆
者
ら
計
五
名
で
約

三
百
名
の
聴
衆
を
前
に
白
熱
の
討
論
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
本
大
学
と
は
毎
年

春
商
店
街
主
催
の
「
観
桜
会
」
会
場
で

あ
り
、
秋
収
穫
祭
の
神
輿
場
と
し
て
も

密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

　

現
在
、商
店
街
で
は
春
の「
観
桜
会
」、

夏
ま
つ
り
、
秋
の
「
収
穫
祭
」
を
主
催

し
、
毎
回
多
数
の
参
加
者
で
会
場
は
大

賑
わ
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
年
前
の

平
成
二
十
二
年
か
ら
は
千
葉
氏
ゆ
か
り

の
飛
騨
郡
上
八
幡
と
の
関
係
か
ら
、
夏

祭
り
に
「
郡
上
お
ど
り
」
を
取
り
入
れ

る
企
画
も
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
月

一
回
の
「
歌
声
サ
ロ
ン
」
や
「
レ
コ
ー

ド
を
聴
く
会
」
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

試
み
も
開
催
し
て
い
る
。今
後
も
、日
々

約
六
千
人
の
学
生
が
闊
歩
す
る
大
久
保

商
店
街
は
、
新
た
な
挑
戦
を
進
め
て
い

く
。

（
山
岸　

良
二
）

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望

事
業
の
成
果

事
業
の
活
動
内
容

新　お　休　み　処

お 休 み 処 の 講 演 会

チャレンジ組合ちば
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オ
リ
ジ
ナ
ル
越
前
焼
で
新
た
な
交
流
！越

前
焼
工
業
協
同
組
合

　

　
使
い
手
の
要
望
を
直
接
聞
く
場
を

設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
に

な
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
越
前
焼
の
制
作
が
可
能
と
な

り
、「
浜
の
活
丼
」へ
の
積
極
的
な
参
画

に
繋
が
っ
た
。

背
景
と
目
的

　

近
年
の
地
産
地
消
の
流
れ
を
受
け
、

地
元
の
料
理
を
越
前
焼
で
提
供
す
る
店

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
越
前
焼
工

業
協
同
組
合
で
は
、
使
い
手
の
要
望
を

受
け
入
れ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る

商
品
作
り
に
よ
っ
て
組
合
の
活
性
化
と

販
路
拡
大
を
目
指
し
、
越
前
海
岸
観
光

協
会
連
合
会
が
取
り
組
ん
で
い
た「
浜
の

活
丼（
か
つ
ど
ん
）」活
動
に
、越
前
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
通
じ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
越
前
焼
の
提
供
を
企
画
・
提
案
し
た
。

　

平
成
25
年
８
月
、
越
前
焼
工
業
協
同

組
合
で
は
地
元
越
前
町
の
私
立
保
育
園

へ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
越
前
焼
食
器
を

制
作
・
提
供
し
、
越
前
焼
に
よ
る
食
育

と
〝
器
で
の
地
産
地
消
〟
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
同
年
11
月
頃
、
越
前
海
岸
観

光
協
会
連
合
会
で
は
、
越
前
海
岸
沿
い

の
食
事
処
に
よ
り
多
く
の
方
々
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想

い
か
ら
「
浜
の
活
丼
」
と
題
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
お
り
、
当
組
合

で
は
、「
浜
の
活
丼
」
の
ど
ん
ぶ
り
に
越

前
焼
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
観
光

客
向
け
の
Ｐ

Ｒ
に
な
る
の

で
な
な
い
か

と
越
前
町

地
域
お
こ
し

協
力
隊
を

通
じ
て
企

画
・
提
案
し

た
。
地
元
保

育
園
と
の
取

組
み
の
際
に

は
、
持
ち
易

さ
や
丈
夫
さ

な
ど
、
使
い

手
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
に
よ
っ
て
制
作
。「
美
味
し
そ
う
！
」

と
い
う
使
い
手
か
ら
の
言
葉
を
引
き
出

す
見
映
え
も
求
め
ら
れ
、「
浜
の
活
丼
」

加
盟
店
13
店
舗
の
店
主
を
招
い
た
選
定

会
で
は
、
理
想
の
ど
ん
ぶ
り
へ
の
様
々

な
要
望
が
出
さ
れ
た
。
店
主
か
ら
の
商

品
化
の
要
望
を
受
け
12
種
類
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
越
前
焼
の
ど
ん
ぶ
り
を
制
作
、
９

月
に
「
浜
の
活
丼
」
越
前
ど
ん
ぶ
り
贈

呈
式
に
お
い
て
、
各
加
盟
店
へ
10
個
ず

つ
贈
呈
さ
れ
た
。
提
供
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
越
前
焼
は
当
組
合
の
売
店
「
越
前

焼
の
館
」
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
と
も
に
提
供
先
の
加
盟
店
名
を
明
示

し
、
越
前
海
岸
へ
の
積
極
的
な
誘
客
を

図
っ
て
い
る
。

一
方
、
提
供

先
の
加
盟
店

へ
は
当
組
合

の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
来

客
者
へ
の
割

引
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
、
食
事
を
し
た
お
客
様
が
越

前
陶
芸
村
へ
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

　
「
新・
浜
の
活
丼
」に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
文
化
交

流
が
生
ま
れ
、
提
供
先
加
盟
店
か
ら
は

追
加
注
文
を
受
け
る
な
ど
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
越
前
焼
に
触
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
制

作
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
性
を
求
め
る
お
客
様
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
、
組
合
及
び
産
地
の

活
性
化
に
繋
が
っ
た
。

越前焼工業協同組合

住　所：〒916-0273
　　　　福井県丹生郡越前町
　　　　　　　　　小曾原5-33
設　立：昭和46年6月
出資金：31,570千円
電　話：0778-32-2199
ＵＲＬ：
http://www.echizenyaki.com

業　種：越前焼の生産 
組合員：20人

地
域
活
性
化
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献

成
果

「新・浜の活丼」贈呈式

加盟店との選定会

事
業
・
活
動
の
内
容
と
手
法

全国先進組合事例
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組
合
士
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

○
記
述
問
題
か
ら
の
出
題
○

　
（
解
答
例
は
120
字
以
内
で
す
。）

【
問
】
議
決
権
・
選
挙
権
の
平
等
に
つ

い
て
説
明
せ
よ
。

《
解
答
》
組
合
員
の
出
資
の
多
寡
に
か

か
わ
り
な
く
１
人
１
個
の
議
決
権
・

選
挙
権
を
平
等
に
有
す
る
の
は
、
組

合
が
人
的
結
合
体
だ
か
ら
で
あ
る
。

出
資
は
、
組
合
運
営
に
関
与
す
る
手

段
で
、
経
営
参
加
権
、
配
当
受
領
権

を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
。
物
的

結
合
体
で
あ
る
会
社
等
と
本
質
的
に

相
違
し
て
い
る
。

Ｑ
＝
当
組
合
で
は
、
先
に
開
催
し
た
通

常
総
会
に
お
い
て
、
指
名
推
選
の
方
法

に
よ
り
役
員
選
挙
を
行
っ
た
が
、
総
会

終
了
後
、
当
選
理
事
18
人
の
う
ち
４
人

が
理
事
就
任
を
辞
退
し
た
。
当
組
合
の

理
事
定
数
は
、
定
款
に
よ
り
「
15
人
以

上
18
人
以
内
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
４
人
の
就
任
辞
退
者
が
出
た
結

果
、
理
事
就
任
者
が
理
事
の
定
数
の
下

限
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。指
名
推
選
の
方
法
を
と
る
場
合
は
、

被
指
名
人
を
区
分
し
て
行
っ
て
は
な
ら

な
い
と
聞
い
た
が
、当
組
合
の
場
合
は
、

再
度
理
事
全
員
に
つ
い
て
選
挙
し
直
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
又
は
、
辞
退
し
た

４
人
分
に
つ
い
て
の
み
選
挙
す
れ
ば
よ

い
の
か
。

［
Ａ
］
指
名
推
選
制
は
、
役
員
選
挙
に

つ
い
て
、
最
も
民
主
的
で
あ
る
べ
き
無

記
名
投
票
制
の
例
外
と
し
て
設
け
ら
れ

て
い
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
方
法

の
実
施
に
際
し
て
は
、
法
律
上
、
①
総

会
の
出
席
者
中
に
異
議
が
な
い
場
合
に

限
り
、
こ
の
方
法
の
採
用
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
（
中
協
法
35
条
９
項
）、
②
当

選
人
の
決
定
に
つ
い
て
、
出
席
者
全
員

の
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
（
同
条
第

10
項
）、
③
２
人
以
上
の
理
事
又
は
監

事
を
選
挙
す
る
場
合
に
お
い
て
、
被
指

名
人
を
区
分
し
て
こ
の
方
法
を
用
い
て

は
な
ら
な
い
こ
と
（
同
条
第
11
項
）
の

３
つ
の
厳
し
い
要
件
が
課
さ
れ
て
い

る
。
法
が
こ
の
よ
う
な
要
件
を
課
し
て

い
る
の
は
、
多
数
派
が
少
数
派
を
排
除

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
事
又
は
監
事
の

構
成
が
多
数
派
に
偏
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
で
あ
る
。

　

質
問
は
、
指
名
推
選
の
方
法
に
よ
り

理
事
の
定
数
の
全
員
を
選
挙
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
一
部
当
選
人
の

就
任
辞
退
に
よ
り
、
理
事
数
に
不
足
が

生
じ
た
た
め
、
再
度
役
員
選
挙
を
行
う

場
合
に
お
い
て
、
先
の
役
員
選
挙
に
お

け
る
当
選
人
の
当
選
を
有
効
な
も
の
と

認
め
て
よ
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
、
２
つ
の
見
解
が
あ
り
、

１
つ
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
理
事

数
の
不
足
は
、
定
数
の
全
員
が
選
挙
さ

れ
、
当
選
人
が
確
定
し
た
後
に
生
じ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
選
人
の
当
選
は

有
効
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
ち

な
み
に
投
票
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
場

合
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
こ
の
考
え
方
に
よ
り
、
当
選

人
の
当
選
は
有
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
理
事
数
の
不
足
分

に
つ
い
て
は
、
繰
上
当
選
の
定
め
が
あ

れ
ば
次
点
者
を
当
選
人
と
し
、
繰
上
当

選
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
就
任
辞
退

に
よ
る
不
足
数
に
つ
き
再
度
選
挙
す
れ

ば
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
１
つ
の
見
解
は
、
指
名
推
選
制

が
、
前
述
の
よ
う
に
、
投
票
に
よ
る
選

挙
方
法
の
例
外
と
し
て
設
け
ら
れ
、
そ

の
実
施
に
際
し
て
は
特
に
厳
し
い
要
件

が
課
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
、
就
任

辞
退
者
分
の
み
の
選
挙
は
、
多
数
派
に

よ
る
少
数
派
の
排
除
の
防
止
を
目
的
と

す
る
法
の
趣
旨
に
反
す
る
結
果
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
指
名
推
選
の
方

法
を
と
る
場
合
に
お
い
て
、
当
選
人
の

当
選
を
無
効
と
し
、
改
め
て
全
員
に
つ

い
て
選
挙
し
直
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

  

し
か
し
、
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
前
者
の
見
解
の
よ
う
に
、

当
選
人
の
当
選
は
有
効
で
あ
る
と
解
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
指
名
推
選
制
に

課
さ
れ
た
要
件
の
中
の
「
被
指
名
人
を

区
分
し
て
こ
の
方
法
を
用
い
て
は
な
ら

な
い
」
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
も
１
つ
の
選
挙
行
為
に
つ
い
て

指
名
推
選
の
区
分
禁
止
を
禁
止
す
る
趣

旨
の
も
の
で
あ
っ
て
、
選
挙
行
為
が
終

指
名
推
選
に
よ
り
当
選
し
た
当
選

人
が
理
事
就
任
を
辞
退
し
た
場
合

の
効
力
に
つ
い
て

組
合
Ｑ
＆
Ａ

了
し
た
後
に
、
既
に
就
任
を
承
諾
し
た

当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
し
、
再
度
全

員
に
つ
い
て
選
挙
し
直
す
こ
と
ま
で
も

求
め
る
趣
旨
の
も
の
で
な
い
と
解
さ
れ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
貴
組
合
の
場
合
は
、

就
任
辞
退
に
よ
り
不
足
が
生
じ
た
４
人

の
理
事
を
補
充
す
る
た
め
の
選
挙
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

　
　

�

中
小
企
業
組
合
質
疑
応
答
集
（
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
編
）
よ
り
転
載

組合 Q ＆ A
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千
葉
県
酒
造
協
同
組
合
　
組
合
員
企
業

株
式
会
社
飯
沼
本
家

　

本
会
で
は
、県
内
中
小
企
業
の「
経
営
革
新
」へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」に
基
づ
く

「
経
営
革
新
計
画
」の
作
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
の
会
員
組
合
の
中
か
ら
、

自
社
の
創
意
と
熱
意
が
込
め
ら
れ
た
「
経
営
革
新
計
画
」

の
策
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
千
葉
県
知
事
か
ら
承
認
さ
れ

た
企
業
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
経
営
革
新
計
画
」と
は
、「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」

に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
が
作
成
す
る
、
新
商
品
の
開

発
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
な
ど
の
取
り
組
み
と
具
体

的
な
数
値
目
標
を
含
ん
だ
３
年
か
ら
５
年
の
「
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
計
画
を
千
葉
県
に
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
政
府
系
金
融
機
関
の
低
利
融

資
、
信
用
保
証
の
特
例
、
特
許
関
係
料
金
減
免
等
の
他
、

ち
ば
中
小
企
業
元
気
づ
く
り
助
成
事
業
（
市
場
開
拓
助

成
／
新
商
品
・
新
技
術
・
特
産
品
等
開
発
助
成
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　　

当
社
は
、
酒
々
井
町
に
あ
る
日
本
酒
の
蔵
元
で
す
。

元
禄
年
間
か
ら
の
歴
史
を
持
ち
、地
酒
「
甲
子
正
宗
（
き

な
し
に
よ
る
新
規
需
要
の
開
拓
』

２
．
計
画
期
間

　
▽
平
成
27
年
２
月
～
平
成
30
年
９
月
（
４
年
計
画
）

●
従
来
の
問
題
点

　

主
力
の
日
本
酒
事
業
が
低
迷
す
る
一
方
で
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
果
実
な
ど
の
副
原
料
を
混
ぜ
た
リ
キ
ュ
ー
ル
や
そ
の

他
の
醸
造
酒
等
の
消
費
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
社
は
、
日
本
と
同
様
に
醸
造
酒
文
化
の
根
付

い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
評
価
が
高
い
古
酒
の
潜
在
性
に
着

目
し
、「
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
古
酒
」
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル

飲
料
の
試
作
品
開
発
に
臨
み
ま
し
た
。
新
商
品
「
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
古
酒
」
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
①
内
部
の
炭

酸
ガ
ス
利
用
（
発
酵
ガ
ス
利
用
、
以
下
「
瓶
内
発
酵
」

と
言
い
ま
す
。）、②
外
部
の
炭
酸
ガ
ス
利
用
（
ガ
ス
添
加
、

「
炭
酸
ガ
ス
充
填
機
」
利
用
）
の
２
つ
の
方
法
を
用
い
て

古
酒
に
発
泡
性
に
付
与
す
る
こ
と
と
し
、
先
ご
ろ
、
年

代
の
異
な
る
３
種
類
の
古
酒
に
、
今
期
の
酒
造
り
で
仕

込
ん
だ
醪
を
使
っ
て
①
の
方
法
で
試
作
を
行
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、（
ⅰ
）
発
行
が
進
み
過
ぎ
る
と
、
ア

ミ
ノ
酸
過
多
で
香
味
が
劣
化
す
る
（
ⅱ
）
も
と
も
と
辛

口
の
古
酒
を
瓶
内
発
酵
さ
せ
る
と
、
辛
味
の
鋭
さ
が
際

立
ち
す
ぎ
て
味
わ
い
に
も
不
自
然
さ
が
残
る
等
の
問
題

点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

の
え
ね
ま
さ
む
ね
）」
の
銘
柄
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

製
造
面
で
の
特
徴
は
、
杜
氏
を
置
か
ず
、
少
人
数
の
社

員
で
高
品
質
な
酒
造
り
を
可
能
に
し
て
い
る
点
で
す
。近

年
は
、清
酒
販
売
に
お
け
る
内
需
の
縮
小
や
卸
の
再
編
が

怒
涛
の
勢
い
で
進
ん
だ
結
果
、
従
来
か
ら
の
販
売
チ
ャ
ネ

ル
が
急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
当
社
で
も
、
新
た
な
販

売
チ
ャ
ネ
ル
の
創
出
や
余
剰
在
庫
の
有
効
活
用
と
い
っ
た

問
題
が
顕
在
化
し
、敷
地
内
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
酒
々

井
ま
が
り
家
」
を
拠
点
に
顧
客
接
点
の
強
化
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
直
販
や
独
自
の
販
路
拡
大
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
平
成
26
年
5
月
に
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
閣
僚
理
事
会
の
晩
餐
会
に
お
い
て
、

当
社
の
純
米
吟
醸
古
酒
甲
子
「
汲
古（
き
ゅ
う
こ
）」の
味

わ
い
が
評
価
さ
れ
、
古
酒
の
活
か
し
方
や
愉
し
み
方
に
つ

い
て
新
た
な
発
想
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
計

画
で
は
〝
新
ジ
ャ
ン
ル
の
酒
造
〟を
当
社
の
特
徴
と
し
て

前
面
に
出
し
、酒
蔵
に
お
け
る〝
和
の
も
て
な
し
〟と
と
も

に
市
場
に
訴
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
経
営
革
新
計
画

の
申
請
を
し
ま
し
た
。

１
．
テ
ー
マ

　
『
熟
成
酒
を
利
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
と
和
の
も
て

経
営
革
新
計
画
と
は
？

申
請
の
い
き
さ
つ
は
？

テ
ー
マ
は
？

熟
成
酒
を
利
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
と
和
の
も
て
な
し
に
よ
る
新
規
需
要
の
開
拓

シリーズ「躍進企業」
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○
新
た
な
取
り
組
み

《
製
品
品
種
の
充
実
強
化
に
向
け
た
具
体
的
方
策
》

①
古
酒
の
タ
イ
プ
（
濃
熟
・
中
間
・
淡
熟
）
×
酵
母
（
香

り
）
の
最
適
化

　

香
り
が
良
く
甘
露
の
よ
う
な
香
味
、
こ
れ
を
よ
り
爽

や
か
に
引
き
立
た
せ
る
今
ま
で
に
な
い
新
ジ
ャ
ン
ル
の
お

酒
「
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
古
酒
」
を
醸
す
た
め
、
古
酒
と
醪

の
最
適
の
組
み
合
わ
せ
を
探
り
ま
す
。

②
炭
酸
ガ
ス
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
製
法
を
確
立

　
「
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
古
酒
」
の
製
造
に
あ
た
っ
て
は
、

瓶
内
発
酵
で
あ
る
こ
と
の
付
加
価
値
に
こ
だ
わ
っ
た
製
法

を
確
立
し
ま
す
。
ま
ず
、
ベ
ー
ス
と
な
る
古
酒
に
醪
を
加

え
て
再
発
酵
（
瓶
内
発
酵
）
を
行
い
、
次
い
で
、
発
酵
が

進
み
過
ぎ
る
こ
と
で
ア
ミ
ノ
酸
に
よ
る
香
味
劣
化
が
生
じ

な
い
よ
う
、
あ
る
程
度
発
酵
が
進
ん
だ
段
階
で
炭
酸
充

填
機
に
よ
る
ガ
ス
添
加
を
行
い
ま
す
。

③
古
酒
を
利
活
用
し
た
関
連
商
品
の
開
発

　

古
酒
と
の
相
性
の
良
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト（
ベ
ル
ギ
ー
産
）を

配
合
し
た
新
商
品「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
リ
キ
ュ
ー
ル
」の
ほ
か
、

「
古
酒
ト
リ
ュ
フ
」等
を
新
た
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
ま
す
。あ

く
ま
で
も
古
酒
の
香
り
が
引
き
立
つ
よ
う
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
甘
さ
を
控
え
め
に
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

《
販
売
面
の
充
実
強
化
に
向
け
た
具
体
的
方
策
》

①
日
本
の
文
化
や
生
活
様
式
の
魅
力
を
付
加
価
値
に
変

え
る
飲
食
店
の
運
営

　

産
業
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
老
舗
の
蔵
元
な
ら
で
は
の
経
営
資
源
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
ま
す
。

②
立
地
特
性
×
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
を
踏
ま
え
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

じ
め
と
す
る
海
外
へ
の
輸
出
販
売
の
比
率
を
大
き
く
伸

展
で
き
る
よ
う
、よ
り
一
層
の
気
概
と
覚
悟
を
胸
に
刻
み
、

一
段
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
駆
け
あ
が
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
「
造
り
酒
屋
」
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
伝
統
産
業
、
老

舗
、
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
当

社
は
従
来
よ
り
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
積

極
的
な
社
風
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
人
が
積
み
上
げ

て
き
た
生
き
残
る
た
め
の
「
知
恵
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
日
常
で
あ
っ
た
日
本
酒
が
非
日
常
の
も

の
に
な
っ
た
今
、
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
新
し
い
需
要
の

創
製
と
日
本
酒
と
し
て
の
新
し
い
立
ち
位
置
を
示
す
指

標
と
な
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
酒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
商
品
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

◎�

経
営
革
新
に
関
す
る
ご
相
談
は
本
会
経
営
支
援
部
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す�  

☎
０
４
３・３
０
６・３
２
８
２

　
「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
世
界
文
化
遺
産
登
録
等
が

追
い
風
と
な
り
、
本
物
志
向
の
観
光
客
の
訪
日
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、（
ⅰ
）
日
本
食
文
化
に
最

も
合
う
日
本
酒
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
（
ⅱ
）
古
き

良
き
日
本
の
暮
ら
し
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
（
ⅲ
）
酒
蔵
に
呼
び
込
み
大
き
く
消
費
を
促
す
等
を

意
識
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
酒
蔵
観
光
で
直
販
強
化
）

を
行
い
ま
す
。

③
地
域
に
密
着
し
た
開
か
れ
た
酒
蔵
と
し
て
の
活
動
を

強
化

　

農
業
法
人「
き
の
え
ね
農
園
」と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

観
光
農
園
（
耕
作
放
棄
地
の
活
用
）
へ
の
集
客
を
酒
蔵

集
客
に
繋
げ
る
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
し
ま
す
。
ま
た
、「
き

の
え
ね
農
園
」
で
収
穫
し
た
安
心
安
全
の
農
産
物
を
〝
地

産
地
消
〟
の
日
本
酒
づ
く
り
に
生
か
し
、
こ
れ
を
本
格

化
し
ま
す
。

　

古
酒
を
利
活
用
し
た
新
商
品
と
し
て
、「
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
古
酒
」
や
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
リ
キ
ュ
ー
ル
」
を
開
発

し
た
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
た
集
客
に
よ

り
、商
品
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、飲
用
シ
ー

ン
の
ほ
か
、
歴
史
あ
る
建
物
の
魅
力
を
訴
求
す
る
な
か
で

〝
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
古
酒
＝
老
舗
の
酒
蔵
・
飯
沼
本
家
〟

と
し
て
の
確
固
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
、
こ
れ
を
当
社
の

特
徴
と
し
て
前
面
に
打
ち
出
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
及
び
売
上
の
増
加
に
繋
げ
ま
す
。
営
業
面
に
つ
い
て

は
、直
営
の「
酒
々
井
ま
が
り
家
」の
ほ
か
、ネ
ッ
ト
通
販
サ

イ
ト
や
首
都
圏
の
百
貨
店
な
ど
、
既
存
の
販
売
チ
ャ
ネ

ル
を
活
用
す
る
ほ
か
、
中
期
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は

今
後
の
事
業
展
開
は
？

社
長
さ
ん
の
一
言

中
央
会
か
ら
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■
酒
類
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

前
年
比
、
前
月
比
と
も
に
売
上
は
減

少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
価
格
帯
が
比

較
的
高
い
特
定
銘
称
酒
（
吟
醸
酒
、
純

米
酒
）
は
前
月
比
減
少
で
あ
る
が
、
前

年
比
で
増
加
し
て
い
る
。

■
製
材�

【
県
内
全
域
】

　

夏
場
は
素
材
（
丸
太
）
の
動
き
が
減

少
す
る
時
期
な
の
で
、
秋
の
需
要
に
期

待
し
た
い
。

■
製
材�

【
木
更
津
】

　

８
月
は
ロ
シ
ア
船
１
隻
入
港
。
在
庫

数
量
は
減
少
。

■
印
刷�

【
県
内
全
域
】

　

業
界
の
変
化
に
つ
い
て
、
低
迷
が
続

い
て
い
る
。
用
紙
メ
ー
カ
ー
が
７
月
よ

り
値
上
げ
の
動
き
有
り
。
ま
た
、
通
販

印
刷
の
価
格
破
壊
が
深
刻
化
し
て
い
る

の
で
、
一
部
通
販
会
社
の
資
金
繰
り
が

悪
化
し
て
い
る
。

■
鉄
工�

【
千
葉
】

　

景
況
感
は
横
這
い
状
態
に
あ
る
。
業

種
に
よ
っ
て
は
一
部
弱
さ
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
、
新
素

材
に
対
応
す
る
設
備
投
資
を
検
討
す
る

企
業
も
あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
野
田
】

　

８
月
は
お
盆
休
み
の
為
、
前
月
比
の

売
上
が
減
少
し
た
。
ま
た
、
悪
天
候
の

為
、
対
前
年
比
の
売
上
が
減
少
し
た
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
流
山
】

　

景
況
に
つ
い
て
、
大
き
な
変
化
は
な

く
、
不
透
明
感
が
強
い
。

■
機
械
部
品
製
造�

【
柏
】

　

８
月
は
稼
働
日
が
少
な
い
為
、
全
体

的
に
低
調
な
動
き
で
あ
る
。
但
し
、
年

内
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

業
界
の
動
き
に
つ
い
て
、
業
界
内
の

バ
ラ
ツ
キ
と
競
争
激
化
に
よ
り
、
不
透

明
感
が
出
て
い
る
。

■
金
属
製
品�

【
船
橋
】

　

特
需
的
な
時
期
は
過
ぎ
た
が
、
大
幅

な
減
少
に
な
っ
て
い
な
い
。

■
砕
石�

【
県
内
全
域
】

　

平
成
29
年
８
月
期
の
石
材
の
出
荷
は

前
年
度
と
比
較
し
て
半
分
以
下
と
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
平
成
29
年
度
は
東
京

港
の
見
通
し
が
確
た
る
方
針
が
定
ま
ら

な
い
中
で
今
後
の
見
通
し
が
立
た
な

い
。
ま
た
、
横
浜
港
の
南
本
牧
地
区
で

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、国
交
省
、

横
浜
市
及
び
横
浜
港
埠
頭
株
式
会
社
が

同
じ
工
区
内
で
工
事
を
進
め
て
い
る
た

め
に
調
整
に
は
か
ど
り
、
工
事
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

■
土
砂
採
取�

【
県
内
全
域
】

　

以
前
ほ
ど
特
需
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、

最
低
状
況
は
脱
し
た
感
が
あ
る
と
の
報

製
造
業

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
平成29年8月期�  情報連絡員50名  回答数50名

※�下記の数字は情報連絡員からの回答数を表します。
　 （「好転（上昇、増加）」、「不変」、「減少（悪化、低下）」の３択回答のうち、「不変」を除く「好転」又は「減少」の回答数）

製造業では、売上高において「増加した」業種は２から１に減少。「減少した」業種は５から４に減少。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は９から８に増加。「減少した」業種は９から１３に増加。
業界の景況では、「好転した」業種は５から４に増加。「悪化した」業種は８から６に減少。

製造業では、売上高において「増加した」業種は４のまま変化なし。「減少した」業種は６から７に増加。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は６から８に増加。「減少した」業種は９のまま変化なし。
業界の景況では、「好転した」業種は４から６に増加。「悪化した」業種は５から１０に増加。

景　況
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告
や
山
砂
の
需
要
は
少
し
ず
つ
で
あ
る

が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

□
総
合
卸
売　
　
【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　
【
漬
物
卸
】
８
月
の
長
雨
・
日
照
不

足
に
よ
り
、
国
内
産
野
菜
の
仕
入
価
格

が
上
昇
し
た
。【
文
具
品
卸
】
近
年
、

少
子
化
と
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
、
通

販
等
の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
岐
化
に

よ
り
、
売
上
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
等
を
行
う

も
、売
上
の
穴
埋
め
に
な
っ
て
い
な
い
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
卸　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

取
扱
量
の
減
少
に
よ
り
、
販
売
価
格

は
上
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
売
上

増
に
つ
な
が
ら
な
い
。

□
建
築
材
料
卸
売　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

東
京
の
都
心
近
く
だ
け
が
仕
事
の
需

要
が
あ
る
が
、
東
京
か
ら
離
れ
る
ほ
ど

仕
事
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
工
法
の
変

化
も
あ
り
建
材
業
だ
け
で
事
業
継
続
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
仕
事

の
需
要
が
前
年
の
同
じ
程
度
だ
っ
た
の

で
、
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

□
自
動
車
解
体　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
さ
ら
に
、
上
昇

し
、
対
前
月
比
で
８
％
程
度
増
え
た
。

□
乾
物
卸
売　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

景
況
の
変
化
に
つ
い
て
、
変
わ
ら
ず

低
調
で
あ
る
。

□
卸
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
茂
原
】

　

天
候
不
順
の
為
、
消
費
も
拡
大
し
て

い
な
い
。

□
電
気
機
器
小
売　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

期
待
し
た
８
月
は
天
候
不
順
が
続

き
、
エ
ア
コ
ン
の
需
要
が
落
ち
た
。
ま

た
、
白
物
家
電
も
同
様
に
、
需
要
が
落

ち
た
。

□
青
果
小
売　
　
　
　
　
　
　
【
千
葉
】

　

商
品
は
順
調
に
入
荷
し
て
い
る
。
例

年
よ
り
８
月
は
雨
が
多
く
、
日
照
不
足

と
な
り
、
主
力
商
品
の
生
育
が
や
や
不

安
定
だ
っ
た
。
一
般
消
費
は
涼
し
い
日

が
多
く
、
売
上
は
伸
び
た
が
、
行
楽
関

係
の
取
引
は
伸
び
悩
ん
だ
。

□
小
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
東
金
】

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
は
、
バ
ー
ゲ
ン

時
期
が
早
ま
り
後
半
は
秋
物
の
展
示
で

店
づ
く
り
を
し
た
。
食
品
関
係
は
、
若

干
よ
い
傾
向
が
見
ら
れ
て
き
た
。
飲
食

も
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
た
。
文
化

用
品
、
日
用
雑
貨
も
持
ち
直
し
気
味
と

な
っ
た
。
今
後
は
、
天
候
の
影
響
が
出

て
き
そ
う
で
あ
る
。

□
小
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
野
田
】

　

サ
マ
ー
セ
ー
ル
は
婦
人
衣
料
を
中
心

に
好
調
だ
っ
た
が
、
８
月
後
半
に
猛
暑

日
が
続
き
、
秋
物
セ
ー
ル
は
不
調
に
終

わ
っ
た
。

□
青
果
小
売　
　
　
　
　
　
　
【
松
戸
】

　

相
変
わ
ら
ず
、
景
気
は
悪
い
と
し
か

い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
８
月

上
旬
か
ら
中
旬
迄
の
天
候
不
良
に
よ

り
、
野
菜
、
果
物
等
の
生
育
や
出
来
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

□
小
売
・
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
　
【
柏
】

　

天
候
不
順
の
せ
い
か
夏
ら
し
さ
も
少

な
く
、
来
街
者
も
少
な
め
で
あ
る
。
業

種
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
、
飲

食
系
は
昨
年
並
み
で
あ
り
、
物
販
系
は

苦
戦
し
て
い
る
。
理
容
は
１
，
０
０
０

円
床
屋
の
影
響
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て

い
る
。
ど
の
業
種
に
も
言
え
る
が
、
新

規
客
の
取
込
が
益
々
厳
し
く
、
固
定
客

を
い
か
に
大
切
に
引
留
め
る
か
が
知
恵

の
出
し
ど
こ
ろ
と
な
る
。

□
建
設
楊
重　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

若
干
、
仕
事
が
出
て
き
て
い
る
が
，

地
域
差
が
あ
り
、
全
体
の
上
昇
に
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、
諸
材
料

は
高
騰
で
コ
ス
ト
上
昇
に
な
る
。

□
一
般
廃
棄
物
処
理
業�

【
千
葉
】

　

家
庭
系
粗
大
ご
み
の
回
収
が
多
く

あ
っ
た
為
、
前
月
、
前
年
と
比
べ
る
と
、

売
上
は
増
加
し
た
。

□
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス　
【
県
内
全
域
】

　

４
～
６
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
実
質
成
長
率
が

４
．０
％
増
と
６
四
半
期
連
続
の
プ
ラ

ス
（
個
人
消
費
、
設
備
投
資
の
国
内
需

要
が
け
ん
引
）
を
記
録
し
、
夏
以
降
も

底
固
く
回
復
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い

る
。
今
回
の
景
気
回
復
が
９
月
ま
で
続

く
と
、
高
度
成
長
期
の
「
い
ざ
な
ぎ
景

気
」
を
超
え
、
戦
後
二
番
目
の
長
さ
に

な
る
と
さ
れ
る
が
、
物
価
上
昇
の
動
き

は
な
お
鈍
く
、
内
需
主
導
の
回
復
に
は

持
続
力
が
問
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

□
建
設　
　
　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

組
合
員
に
よ
る
８
月
の
県
内
公
共
工

事
の
落
札
結
果
は
、
２
７
８
件
１
４
，

７
６
４
百
万
円
と
な
っ
た
。
件
数
で
前

年
よ
り
プ
ラ
ス
７
２
件
、
落
札
額
で
プ

ラ
ス
３
，３
３
３
百
万
円
の
増
加
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
安
房
地
区
で
の
落
札

額
２
，８
７
７
百
万
円
が
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。
公
立
学
校
の
統
廃
合
に
よ

る
増
設
工
事
が
寄
与
し
て
い
る
。
前
年

同
月
比
で
も
３
，９
２
２
百
万
円
の
増

加
と
な
っ
た
。
４
～
８
月
の
累
計
で
は

３
９
，７
６
７
百
万
円
の
落
札
額
結
果

と
な
り
、前
年
同
期
比
で
は
プ
ラ
ス
１
，

７
３
６
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

□
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

業
界
の
動
き
に
つ
い
て
、
人
員
の
需

要
に
対
し
て
技
術
者
の
数
が
不
足
し
て

い
る
。

□
輸
出
入　
　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

８
月
の
売
上
は
前
月
比
増
加
、
前
年

同
月
比
は
減
少
し
た
。

非
製
造
業
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本
会
は
９
月
７
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
、「
千
葉
県
商
工
労
働
部
と
千
葉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
意
見
情
報

交
換
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
交
換
会
は
、
各
業
界
の
現
状
や
要

望
等
に
つ
い
て
、
互
恵
的
な
相
互
理
解

を
深
め
る
の
が
目
的
。
県
当
局
と
中
央

会
の
連
携
が
一
層
強
化
さ
れ
、
適
時
適

切
な
支
援
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ

う
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 　

今
回
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
を
す
る

企
業
組
合
及
び
全
県
で
組
織
す
る
同
業

の
事
業
協
同
組
合
の
２
組
合
よ
り
事
例

発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
事

例
発
表
し
た
２
組
合
よ
り
中
小
企
業
の

現
状
と
そ
の
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
行
政
等
へ
の
支
援
要
請
等
に
関

す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
本
会
よ
り
、
県
当
局
へ
の

要
望
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
連
携
組
織

対
策
事
業
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
千
葉
県
の
施
策
に
つ
い
て
の

説
明
が
、
経
済
政
策
課
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

結
び
に
、
県
当
局
及
び
中
央
会
に
よ

る
意
見
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
中
小
企

業
の
振
興
に
関
連
し
た
施
策
の
方
向
性

や
目
標
等
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
交

わ
さ
れ
た
。
双
方
と
も
が
意
欲
的
で
和

や
か
な
雰
囲
気
を
創
出
し
、
中
小
企
業

の
活
性
化
に
向
け
た
今
後
の
展
開
を
期

待
し
て
い
き
た
い
。

　

肥
満
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど

か
ら
、
皮
下
な
ど
に
異
常
に
脂
肪
が
蓄

え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
ま
す
。
肥

満
し
て
い
る
と
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
に
な
り
や
す
い
ほ
か
、
関

節
障
害
や
腰
痛
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

標
準
体
重
（
身
長
ｍ
×
身
長
ｍ
×
22
）

に
対
し
、
30
％
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、

減
量
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

肥
満
気
味
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
に
し

な
い
で
食
べ
過
ぎ
や
お
酒
の
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
活
動
的
な
生
活
と
運
動
を

心
掛
け
て
肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
診
断
の
結
果
、
高
度
の
肥
満
な

ど
で
受
診
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方
は
、

受
診
し
て
肥
満
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
の
取
り
方

１
．
食
べ
過
ぎ
な
い

　
�　

穀
類
や
油
（
脂
）
の
多
い
料
理
、

間
食
の
菓
子
類
な
ど
の
取
り
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

と
き
ど
き
体
重
を
測
っ
て
、
体
重

が
増
え
て
い
る
と
き
は
、
食
べ
過
ぎ

で
す
。
ご
飯
や
揚
げ
物
な
ど
の
食
べ

る
量
や
食
べ
る
回
数
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

２
．
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る

　

�　

食
事
は
、
主
食
（
ご
飯
、
パ
ン
、

め
ん
類
な
ど
の
料
理
）・主
菜（
魚
、肉
、

卵
、
大
豆
製
品
な
ど
の
料
理
）・
副
菜

（
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ
、
い
も
な
ど

の
料
理
）・
汁
物
な
ど
の
料
理
を
揃
え

ま
し
ょ
う
。

　

�　

間
食
に
牛
乳
や
果
物
な
ど
を
加
え

て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

３
．
朝
・
昼
・
夕
を
き
ち
ん
と
食
べ
る

　

�　

朝
食
の
欠
食
や
夜
遅
い
食
事
、
む

ら
食
い
、
ま
と
め
食
い
な
ど
を
避
け
、

ゆ
っ
く
り
良
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。

運
動
（
身
体
活
動
）
と
休
養

　

生
活
は
歩
く
こ
と
を
中
心
に
活
動
的

な
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
運
動
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
１
回
20
分
以
上
、

週
に
３
回
以
上
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

夜
更
か
し
や
寝
不
足
を
避
け
、
十
分

な
睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
糖
尿
病
の
誘

因
に
な
り
ま
す
。
心
身
の
疲
れ
を
感
じ

た
ら
無
理
を
し
な
い
で
休
憩
を
取
っ
た

り
、
趣
味
な
ど
に
よ
っ
て
気
分
転
換
を

図
り
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
栄
養
士
会

会
長　

長
谷
川　

克
己

千
葉
県
商
工
労
働
部
と
千
葉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
意

見
情
報
交
換
会

肥
満
を
予
防
す
る
食
事
と
生
活

挨拶をする平会長

挨拶をする吉田商工労働部長

中央会だより
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　千葉県内の事業場で働くすべての労働者（パート、アルバイト等を含む。）及び、その使
用者に適用される千葉県最低賃金（地域別最低賃金）が次のように改正されました。

　使用者は、この額より低い賃金で労働者を使用することはできません。仮に、この額より
低い賃金を定めていても、法律により無効とされ、最低賃金と同額の定めをしたものとみな
されます。

・�この最低賃金額には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外勤務手当、休日出勤手当、
深夜勤務手当、賞与及び臨時の賃金は含まれません。

・月給制・日給制の場合は、時間額に換算して比較します。

・�最低賃金は、原則として県内で働くすべての労働者に適用されますが、精神又は身体の障
害により著しく労働能力の低い者等については、使用者が労働局長の許可を受けることに
より、最低賃金の減額の特例が認められております。

・�「千葉県最低賃金」の他に、業種により定められている「特定最低賃金」が適用される場
合がありますので、御注意下さい。

・�「千葉県最低賃金総合相談支援センター」におきまして、経営課題及び労務管理について
の無料相談を受け付けておりますので、御利用下さい。
　（☎ 0120-026-210）

※�最低賃金の詳しい内容につきましては、千葉労働局労働基準部賃金室（☎ 043-221-2328）
又は最寄の労働基準監督署にお問い合わせ下さい。

■ 御利用下さい

　　　24時間テレフォンサービス　　TEL：043-221-4700
　　　千葉労働局ホームページ 　　　http://chiba-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

千葉県最低賃金改正のお知らせ

平成２9年１０月１日から
時間額　８６８円

（従来の８４２円から２６円引上げ）

ご　案　内
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○少子化や共働きの増加に対応した働き方を整備
　本会では、厚生労働大臣より「次世代育成支援対策推進センター」の指定を受け、一般事業主行動計画
策定のためのご相談をお受けしております。

会員組合構成員事業主の皆さまへ
次世代育成支援対策推進センター（千葉県中央会）からのお知らせ

お問合せ ご相談は本会経営支援部　渡邉（推進員）、海老根まで（☎ 043-306-3282）

☆一般事業主行動計画の策定・届出について
　一般事業主行動計画（以下「行動計画」）とは、次世代育成支援対策推進法（以下「次世代法」）に基づき、企業が従業員の
仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、子育てをしていない従業員も含めた多様な労働条件の整備などに取り組
むに当たって、(1) 計画期間、(2) 目標、(3) 目標達成のための対策及びその実施時期を定めるものです。従業員101人以上
の企業には、行動計画の策定・届出、公表・周知が義務付けられています。

☆行動計画策定の流れ
　①自社の現状・ニーズ等を把握
　　◎�行動計画が企業の実情に即したものとなるように、仕事と子育ての両立にあたって障害となっている事項や、従業員の

ニーズを把握します。
　　◎�例えば、過去５年程度を遡って以下のような事項を調べます。自社の課題が見えてくるはずです。▽妊娠・出産を機に

退職する従業員がどれくらいいるか。▽子育て中の従業員がどれくらいいるか。▽育児休業、子の看護休暇、育児のた
めの柔軟な働き方などの、性別や年齢別の利用者数はどうなっているのか。平均的な利用期間はどのくらいか。休業者
が行っていた業務は、どのように処理されているか。

　　◎�また、従業員のニーズを把握するにあたっては、以下のような項目を調べます。
　　　�▽ワーク・ライフ・バランス支援制度の認知度、利用意向▽現在の支援制度に対する満足度▽仕事と子育ての両立で苦

労している点▽労働時間の短縮や年次有給休暇の取得への希望▽今後、会社で検討・実施してほしい支援制度 など

　②行動計画内容を決定
　　◎�課題の優先順位づけ…ある程度課題が見えてきたら、各課題に優先順位をつけます。雇用環境の改善には一定の期間を

要します。経営層の判断も仰ぎながら、優先順位を決定することも必要となるでしょう。
　　◎�目標を決める…次に行動計画として盛り込むのにふさわしい目標を決定します。現状分析により得られた情報から、「行

動計画策定指針」の「七 一般事業主行動計画の内容に関する事項」に掲載されている項目を、行動計画の目標としましょ
う。目標はいくつでも設定できます。

　　◎�目標は可能な限り、定量的な数値目標としましょう（例　平成〇〇年までに育児休業取得率を男性○％、女性○％とす
る）。

　　◎�自社の両立支援の取組をチェックできる両立指標も活用してみましょう。
　　◎�目標の計画期間を決める…計画の期間は、各企業の実情を踏まえて設定します。

　③行動計画を公表し、従業員に周知を図る。
　　◎�一般への公表…行動計画を策定したら、策定の日から概ね３ヶ月以内に、その計画を一般に公表します。公表の方法と

して、自社のＨＰへの掲載、厚生労働省が運営するサイトである「両立支援ひろば」への掲載、県の広報紙・日刊紙へ
の掲載などがあります。インターネットが使用できない企業では、事業所の見やすい場所への掲示や備え付けでも差し
支えありません。

　　◎�従業員への周知…行動計画を策定したら、策定の日から概ね３ヶ月以内に、その計画を従業員に周知します。周知の方
法として、事業所の見やすい場所への掲示や備え付け、従業員への配布、電子メールでの送付・イントラネットへの掲
載などがあります。

　④行動計画を策定した旨を千葉労働局へ届け出る
　　◎�行動計画を策定したら、策定の日から概ね３ヶ月以内に、「一般事業主行動計画策定・変更届」（様式第一号）を郵送、持参、

電子申請により、千葉労働局雇用均等室に届け出て下さい。なお、行動計画そのものを添付する必要はありません。

　⑤行動計画を実施。
　　◎�行動計画に掲げた対策を実施し、目標を達成するために取り組みます。

インフォメーション
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